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一年を振り返って

2015－16 年度　会長　　会長　万　崎　英　正

　１年を振り返ってというっても、会長らしいことはやっていないので反省するようなところも見当たらないとい

うのが本音です。

　市原 RC に８年も在籍しているにもかかわらずあまりにもロータリーを知らな過ぎる、会長になる資格がな

い私が会長になってしまったので、特に焦って勉強するということもなく、あまり責任感もなかったのが逆に１

年間やってこれたのかもしれません。

　野球で例えるならば、ど素人の親父が情熱だけで少年野球の監督をやっているようなもので、技術も、

戦力も、ルールもろくに知らずに試合で采配を振るっているようなものです。

　ましてや私にはその時は情熱というものさえも持っていませんでした。そんな監督ならそばに必ず知恵袋

的なコーチがいます。頼りにしたのが平野幹事でした。　

　まず、三宅さんが体調不良で会長職を受けられないと表明があり、私の会長が決まりました。そしてそ

れから毎週のように CLP 白鳥塾が始まりました。何だかさっぱりわからないことばかり。DLP？　CLP？　

白鳥パストガバナーは一生懸命「CLP」とはなんぞや！を教えてくれました。しかしロータリーの基礎ができ

ていない私にはよく分からなかったのが正直なところです。そのうち塾も終了の時がきました。白鳥パストガ

バナーは「来年は楽しみだなぁ！頑張ってね！」と言われ。立場上笑顔で頑張りますと答えました。　

　そして悶 と々した中で相談したのが上條さんでした。上條さんはすぐにそれなら、実際成功しているクラ

ブにメイキャップしながら、話を聞くのが１番だと、私と西村さんを成田 RC, 前橋 RC に連れて行ってくれま

した。両クラブの共通点は CLP に移行していくときは、時の先輩たちからの抵抗や猛反対にあったそうで

す。それでも少しずつクラブをCLP に方向付けて行ったそうです。そのうちに何年もかかってクラブのベク

トルが CLP になっていったそうです。「焦っては失敗するよ！時間をかけて CLPを継続することだよ」言わ

れました。私と西村さんもその話を聞いて CLP の決意を固めました。

　上條さんはその時に本田パストガバナーに「是非我がクラブに CLP の宅話に来て欲しい」と頼み込ん

でくれました。おかげでその話は実現しました。本当に感謝しています。そして前橋 RCの本田パスガバナー

と板垣さんは当日前橋は雪、高速道路が通行止めの中、何時間もかけてわざわざ我クラブに卓話にきて

くれたのです。　その時間は我クラブにとってとても有意義な卓話になったのは言うまでもありません。また、

多くの会員が参加した炉辺会談からが、「CLP のキックオフ」になったのは確かでした。この日が今年度

のチェンジのきっかけになった時でした。

　今年度から開設した長期計画委員会がいろいろ模索しながら始まったのが、クラブ活力テストでした。

活力テストの点数は 52 点 Cクラスでした。良くもなく、悪くもないという点数です。会員もやっぱりそのくら
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いかなぁ、という点数ではなかったでしょうか。もう少し良い点数が取りたいという意識が生まれてきました。　

どうしたらもっと魅力あるクラブ創りができるだろうか・・・！　西村委員長の長期計画委員会は試行錯誤し

ながら委員会を重ねていきました。そして会員アンケート調査をおこないました。クラブの良い点、悪い点、

が数字になって表れてきました。それから忌憚のない意見、反省点等も数多く出され今後のクラブの課題

が現れてきました。

　この満足度テストとアンケート調査を行った結果が次年度に繋がっていくのです。今年の1 番の収穫だっ

たと思います。この企画も長期計画委員会の委員上條さんからの提案ですが、実際に指揮をとった西村

委員長いろいろ勉強しながらお疲れさまでした。次年度に役立てください。　

　また今年度大変助かったのが、我々の相談役で、知恵袋であった、クラブ研修リーダーの始関委員長

のアドバイスでした。先を読んだアドバイス、適材適所の忠告、私と平野幹事のゼネラルマネージャ的存

在でした。どんな時でも親切、丁寧にアドバイスをくれ、見守ってくれました。困った時はクラブ研修リーダー

の始関さんに相談しようは二人の口癖でした。本当に助かりました。ありがとうございました。

　今年度の最大テーマでありました会員増強ですが、猛スタートを切ったのですが、いざ第4コーナーを回っ

たところから失速してしまい、思うような会員増強ができませんでした。その原因として我がクラブに入会す

るだけの魅力がなかったからだ、とその時は思いました。しかし今となっては人選が悪かったのではないの

かなとも思っています。優柔不断、義理と人情に欠ける人を人選してしまったのかなぁと思いました。　また、

会員の高年齢化による退会も致し方ないことです。本当にご苦労させてしまいました。感謝しています。

　会員研修小委員会は RC の基本を勉強いたしました。決議 23-34 の卓話は RC の基本中の基本を今

更に勉強させられました。その後のロータリアンとしての考え、行動までもが会員一人一人が変わっていき

ました。　

　広報委員会は迅速な週報 UP、その週または週始めには例会情報が把握できるようになったので欠席

した会員には本当に助かったと思います。担当制を厳密に遂行した結果だろうなと思います。できれば今

後、継続される挨拶運動など対外的な活動は動画で配信できるような体制を作っていけたらもっと市民にア

ピールできるのではないのかなと思います。1 年間ご苦労様でした。ありがとうございました。

　クラブ管理運営委員会のプログラム小委員会は今年度の「CLP に対する長期計画委員会の協議会、

会員研修の研修会のプログラム設定」に大変苦労したと思います。おかげで会員に多くの勉強の場を提

供することができました。学ぶことも沢山ありました。前橋 RC の本田さん、板垣さんの外来卓話も本当に

有意義な卓話になりました。臨機応変にできたのも委員会のご苦労があったからだと思っています。ありが

とうございました。

　親睦小委員会は、移動例会では大変なご苦労をされました。参加人数の少なさで急遽プログラム変更

があったにも関わらず、多くの参加者と、とても有意義な楽しい親睦移動例会が実施されました。篠田小

委員長にとってもとても勉強になった緊張した委員会ではなかったでしょうか。楽しい親睦活動ありがとうご

ざいました。

　奉仕プロジェクト委員会では、社会奉仕小委員会の地域貢献基金の募集要項の見直しという年になり

ました。すでに新しい要項で次年度の募集も始まっていますので、次年度に期待します。また、爽やか
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挨拶運動も大盛況の内に実施され、継続事業となり、官民両方で盛り上げていけたらきっと素敵な市原

市ができ上がっていくことでしょう。この挨拶運動を機にクラブも少し元気が出てきたような気がします。みん

なでお揃いのジャンパーで、声を出し、行動することがクラブを元気にする源だと思います。この活動はク

ラブだけではなく地域も家庭も元気にします。三宅小委員長お疲れさまでした。

　国際奉仕小委員会は、今年は PJ 交換留学生受け入れ体制ということで、宮武小委員長とプロジェク

ト委員会のみなさん本当にありがとうございました。無事に完工することができました。彼らには沢山の思

い出と我々の人情を感じて帰えたことと思います。お疲れさまでした。

　青少年奉仕小委員会は、今年度はインターアクトとの親睦がかなり深くなりとても良い雰囲気を築いたと

思います。復活したバーベキュー大会、ユニホームの寄贈、挨拶運動絵の応援参加などなど。われわれ

クラブにとってのサポーター役としても十分な活動力になってくれました。もちろんわれわれもインターアクトク

ラブのホスト役としての使命は果たさなくてはなりません。今後もお互い助け合いの精神で長くお付き合いし

ていきましょう。

　社会奉仕小委員会は、今年度は各プロジェクトに協力という立ち位置で協力してきました。上條小委員

長のリーダーシップには驚かされました。何か気の付くことがあればすぐに連絡をしてくれ、方向性を導いて

くれ、またそのことに自ら参加してくれました。多くの経験と知識で私にアドバイスをしてくれました。本当に

ありがとうございました。

　この 4 つの委員会をまとめて頂いた山本委員長お疲れさまでした。時には上條さんから厳しい言葉が浴

びせられましたがそれでもじっくり考え、行動いたしました。今年度は多くの活動が実施されました。おかげ

でクラブも元気になりました。ありがとうございました。

　ロータリー財団委員会は　ロータリー財団、米山記念奨学と多くの会員のみなさんからの寄付を賜り目

標額にも達し本当にありがとうございました。感謝しています。

　長期計画委員会が施行される会員満足度アンケートで何点の評価が示されるのか楽しみです。１点で

も多かったら１点分クラブが良くなったということだと思います。

　幹事の平野君には本当に大変な幹事を１年間やり通してくれました。ありがとうございました。感謝して

います。

　彼とは毎朝という程仕事前の５分程度ですが　「あれどうする」のコミュニケーションが今となったら良かっ

たのかなと思います。そのおかげかもしれません、二人の意思統一やスケジュール確認ができていたのか

なと思います。

　私にとって最高のパートナーであり、幹事でした。感謝しています。

　また、理事・役員のみなさん 1 年間ありがとうございました。みなさんのご意見、ご指導があったからこそ、

元気なクラブ運営ができました。私も平野幹事もみなさんに本当に助けられました。ありがとうございました。

　今回、会長を1 年間務めさせて頂いたことは私にとってとても勉強になった、貴重な 1 年間でした。　

少しはロータリーのことも勉強いたしました。また会員のみなさんの暖かいご指導、ご協力があったからこそ、

1 年間こんな私でも無事に勤めることができましたことを、感謝申し上げます。「私は会員の皆さんに支えて

もらえるから頑張れる！そう思い会長を引き受けました。　本当に頑張らなくてはならない時、頼りになったの
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が人情です。　私は会員の人情を感じたので 1 年間、会長職を勤めることができました」　本当にありが

とうございました。

　最後に、事務局の長野さんが今日をもって退職されます。10 年間ですか永きにわたり、わがままなクラ

ブの事務局として勤めていただきありがとうございました。永野さんが事務局の階段から滑落して尾骶骨

を骨折して、おんぶして病院に連れていった時、「痛い！痛い」と叫び！！もうダメだなと思いましたが、意外

に早く完治されたので驚きました。まだまだこれからたくさん楽しいこと、嬉しいこともあろうかと思います。　

今後も体に十分留意して元気に過ごしてください。ありがとうございました。

　クラブのみなさんに「感 謝」いたします。
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Ｉ.2015-2016 年度 各委員会活動報告

長期計画委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　　　　　西　村　芳　雄

　副委員長　　　　　　岡　本　和　也

委　員　上　條　優　雄・宮　地　勝　廣

万　崎　英　正・平　野　哲　也

篠　田　美　幸・山　本　順　也

伊　藤　英　樹

「活動方針」

より活力あるクラブになるために、そして、より良い奉仕活動を行うためには長期的展望に立った計画を組

むべきではとの方針から、「当クラブの全会員で考え、全会員が参加して行動する」ことが重要だとの方

針で活動しました。

「活動報告」

　ＣＬＰを理解するためには、成功し実績のあるクラブを訪問しレクチャーを受けることが先決ではということ

で、成田ＲＣと前橋ＲＣを訪問し例会後にレクチャーを受けました。その後、上條会員のご指導を仰ぎなが

らロードマップの作成や担当割を決め、若干遅れながらも実施しました。

＊８月に、例会場にて３３名の会員の参加で「活力テスト」を実施（平均点は 52.7 点）し、その結果に

ついて分析し、会員には作表して報告しました。

＊１１月には「クラブ満足度アンケート」用紙を配布し３４名の会員より回答を得、１２月から１月にかけてそ

の内容の検討をしました。

＊１月の委員会にて集計内容の再検討をし、クラブ協議会を２月より５月まで毎月行うことを決めました。

＊２月に第１回目として「例会」についてクラブ協議会を開催。

＊３月のクラブ協議会は「社会奉仕」について開催。

＊４月は「国際奉仕と青少年奉仕」について。

＊５月は「会員増強と退会防止」について。

この４回のそれぞれのクラブ協議会の後で委員会を開催し、分析検討のうえ、委員会としての結論を理

事会や例会で発表しました。具現化した項目もありますし、今後のクラブ運営の指針ともなるはずです。

私は、委員会を頻繁に開催し意見を述べ合い、また、会員の皆さんの多数の意見を拝聴出来ましたこと

は大いに意義があったと思います。但し、私自身が不慣れで勉強不足なために、委員会を満足にリード

出来なかったことは申し訳なかったと思います。

ＣＬＰを継続し成果を出すためにも、次年度の山本委員長に期待します。
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クラブ研修リーダー活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修リ－ダー　始関　信夫

１．ロータリー情報の概略を理解してもらう参考書として

　年度開始「ロータリー入門書」2014 ～ 2015 改定版を全員に配布

　800×50=40,000 円　　送料別

　クラブ会員（斎藤ＰＧ，常泉会員）の R 関係資料をHP にアップする

２．8 月19日　　研修リーダーの役割について卓話　　11 月11日　　

　卓話内容「行動規範について」　白鳥会員に協力いただく。

３．10 月14日　東京ロータリークラブ研修及びメーキャップ ( 親睦委員会共催 )

４．上期の反省として 2 月に会員有志よりクラブ研修リーダーの活動について今後に生かすべくヒアリングを

行う。　

５．次年度クラブ運営研修会（会員研修委員会共催）

　クラブの管理運営について・・・次年度会長・幹事、委員長を対象とした実務を中心に懇談会開催

　新旧委員長会議の開催はスケジュールの関係で未開催

６．4 月以降長期計画委員会参加　

　クラブフォーラム開催の時　テーマに沿った基礎知識の講演依頼（会員研修委員会依頼）

７．社会奉仕小委員会の地域社会貢献基金募集要項改正に協力　

８．挨拶運動の展開にむけてボランティア団体、行政、学校に要請活動に協力

　「我々はどこから来たのか、我々は何者か、我々はどこに行くのか」（ポール・ゴーギャン作）題名の絵

は示唆に富む手懸りです。ロータリークラブは何をするクラブですかと問われたときに何と答えますか？この

答えを明快に答えるために、手探り状態の中で試行錯誤の活動を行ってきましたが、いまだ未達です。

我々の魂の置き処はどこにおいたらいいのでしょうか？　理念なき行動は暴挙であり、実践なき理念は空虚

であることを肝にめいじておかなければならないと思います。
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会員増強退会防止委員会

委員長　　角　谷　　　修
委　員　　大　木　秋　夫

藏　内　玲　子
今　井　　　賢
宮　坂　大　雄
小　泉　秀　俊

　　今年度は期初 41 名の会員数でスタート致しましたが、退会会員 3 名、新入会員 1 名の結果となりま
した。
　従って期初目標の会員増は成らず、会員数は 2 名の減少と残念な結果となりました。
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出席奨励小委員会

小委員長　万　崎　英　正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 委　員　三　木　敏　靖　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 角　谷　　　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平　野　哲　也

1. 今年度始めに会員全員に出席案内を郵送しました。
2. 欠席がちな会員に対してメール・FAX で出席の奨励を促しました。自分が欠席がちだと自覚している
会員はその後数回出席されるのですが、また顔が見られない状況になってしまっています。
3. 長期欠席者に対してもメール・FAX で出席の奨励を促しましたが、出席がままならぬ理由、状況がある
ようでそのまま欠席状態になってしまっています。退会予備軍にならないような配慮が必要と感じました。
4. 例会卓話の内容で要所要所に出席奨励のメールをいたしました。やっぱりその会あって出席率は向上し
ました。
5. 欠席がちな会員に出席できない理由をしっかり把握する必要もあるようです。（仕事なのか家庭の状況な
のか例会の内容なのか・・・今後の課題です。
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会員研修小委員会

会員研修小委員会委員長　小　池　清　二
　　　　　　　　　委員　岡　本　和　也
　　　　　　　　　　　　本　郷　雅　嗣
　　　　　　　　　　　　斉　藤　　　博
　　　　　　　　　　　　深　川　貴　夫

今年度、万崎会長は「ロータリーを知り、仲間に学ぼう」を掲げ、ロータリーの勉強の年にしようと抱負を
述べられました。新入会委員をはじめ、多くの会員に研修懇話会に参加して頂き、ヂスカッションを取り入れ、
親睦も図りたいと思いました。ロータリーの歴史を詳しく、奉仕活動については「決議 23-34」について理
解が深まったと思います。
計画倒れになった感が多く、次年度に継続していきたいと思います。

活動報告
７月１８日　地区クラブ研修リーダーセミナー参加（委員長）
　　　　　　ロータリーの勉強をして、ロータリーの目的を活性させて下さい。
９月２日　１．第１回会員研修小委員会開催
　　　　　議題　１．年間計画の確認
　　　　　　　　２．第１回会員研修懇話会開催
　　　　　　　　　イ．ロータリーとは
　　　　　　　　　口．何故ロータリーに入会するか
　　　　　　　　　ハ．会員研修懇話会開催予定
　　　　　　　　　ニ．会員の三大義務
　　　　　　　　　ホ．楽しいロータリーと会員増強
９月３０日　１．例会卓話　　会員研修小委員会担当「例会と会員増強」について
　　　　　２．第２回会員研修懇話会
　　　　　　　イ．ロータリーの歴史（スライド）
　　　　　　　ロ．ロータリーの５大奉仕（資料）
１２月  ２日　例会卓話・・・・　会員研修小委員会担当「ロータリーの歴史」・・・・スライド
　　　　　　開拓時代から1900 年頃まで
　　　　　　ポール・ハリスの生い立ちから５年の苦行まで
１月１４日　例会卓話　・・・・　会員研修小委員会担当「ロータリーの歴史」　‥スライド
　　　　　　「シカゴＲＣの創設から・・海外拡大・・現在の危機
　　　　　　ロータリーノの目的（理念）について
１月２８日　第３階会員研修懇話会
　　　　　　イ、手續要覧の説明
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　　　　　　ロ、新入会員に「同ロータリーを楽しんで頂くか」
　　　　　　　・ロータリーを理解する
　　　　　　　・ロータリーの会議に出席する
　　　　　　　・委員会活動にに励む
　　　　　　　・奉仕活動に励む
２月１７日　例会卓話　・・・・　会員研修小委員会担当「決議 23-34」について +
２月２４日　テーブルディスカッション・・会員研修小委員会担当「クラブ例会について」１０分間卓話
３月３０日　テーブルディスカッション・・会員研修小委員会担当「奉仕プロジェクトについて」１０分間卓
話
４月２７日　テーブルディスカッション・・会員研修小委員会担当「国際奉仕、青少年奉仕について」
５月  ９日　次年度クラブ研修会「資料提供と説明」
５月２５日　テーブルディスカッション・・会員研修小委員会担当「会員増強・退会防止について」
５月２７日　会員増強・退会防止委員会新旧事務引継ぎ会議
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クラブ広報委員会

委員長　伊　藤　英　樹

〈活動報告〉
　対内活動としては、雑誌および週報を会員に対し、速やかに発行し情報の共有を図ることを本年度の
活動計画としました。
　クラブ週報は、委員会内で当番制として、誰もが平等に当番をすることにより、各自で責任を持った週
報の編集ができました。委員各位の正確で迅速な原稿作成により遅いときでも次の例会までにもホームペー
ジ上にアップすることができました。また、常泉会員、齋藤会員の著書や過去の周年記念誌などをデジタ
ル化し公開しました。
　対外的な広報としては、十分には出来なかったので次年度以降に引き継いでいきたいと思います。
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クラブ管理運営委員会

委　員　長　　　　　　　　西　村　芳　雄
プログラム小委員会　委員長　箕　輪　貴　之

　　　　委　員　　白　鳥　政　孝・津　留　起　夫
宮　地　勝　廣・梶　内　高　充

親睦小委員会　　委員長　　篠　田　美　幸
委　員　宮　武　　　淳・鶴　岡　護　夫

加　藤　利　夫・赤　星　健　二　

　今年度の委員会は、「有意義な例会や活動を、そして会員相互の親睦を深める活力あるクラブを目指
す。」を活動方針としました。
　そして、その為の活動計画として、「各小委員会あるいは合同小委員会を随時開催し、クラブが活性
化でき、また親睦を図れるような、全員で考え全員が参加行動できるプログラムにする。」としました。
　この活動結果につきましては、全会員参加等については達成出来ず反省すべき点もありますが、概ね
当初の方針・計画通りに活動出来たのではと思っています。詳細につきましては、プログラム小委員会の
箕輪委員長と親睦小委員会の篠田委員長に、それぞれ活動報告していただきます。
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親睦小委員会

委員長　篠　田　美　幸
委員　宮　武　　　淳
委員　赤　星　健　二
委員　鶴　岡　譲　夫
委員　加　藤　利　夫

 

〈活動方針〉
　親睦を通じて「楽しいクラブ作り」を目指して、例会や委員会活動を活発にし、会員相互並びに会員
家族との交流を深め、理解や友情を図れるように親睦移動例会や家族同伴例会を企画します。「楽しい
クラブ作り」により、会員の脱会防止と新入会員の入会につながる様にすると共に、会員皆様には諸行
事への参加を奨励していきます。

〈活動計画〉
・毎月第一例会において誕生日並びに結婚記念日を披露し祝い、プレゼントを贈呈する。
・ゲスト、メーキャップ等お客様には特に気を配りまごころ接客に努める。
・ニコニコ情報の報告及びニコニコBOX への協力のお願いと管理をする。

     日程                                             行　事　名

  ７月２２日（水）　移動例会　宮地直前会長・本郷直前幹事慰労会　淡粋　18：00 ～
１０月１４日（水）　移動例会（華道家　假屋崎省吾の世界）日帰り
　　　　　　　　東京 RCメーキャップ及び目黒雅叙園假屋崎省吾の世界観賞
１１月２７日（火）　市原中央 RC 合同例会（ホスト：市原中央 RC）久松本店　18：30 ～
１２月  ９日（水）　家族同伴夜例会（忘年親睦例会）オークションの開催　淡粋　18：00 ～
  ３月２３日（水） 　袖ヶ浦 RC 合同例会（ホスト：市原）淡粋　18：00 ～
  ６月  ８日（水）　家族同伴親睦旅行　日帰りシンフォニークルーズ乗船及び
　　　　　　　  東京タワー大展望台及び、　歌舞伎座　６月大歌舞伎　義経千本桜の観賞

〈活動報告〉
・毎月第一例会にて、誕生日結婚記念日を披露してお祝いし、プレゼントを贈呈しました。
・ゲスト、メーキャップの方々が来訪しやすい様、笑顔で明るく受付　案内に努めました。
・ニコニコBOX への協力をお願し、会員みんなで一緒に喜べるよう報告管理をしました。
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奉仕プロジェクト委員会

委員長　山　本　順　也
 

＜活動報告＞
　奉仕プロジェクト委員会は職業奉仕小委員会、社会奉仕小委員会、国際奉仕小委員会、青少年奉
仕小委員会の 4 つの小委員会を統括する形になっております。今年度も、それぞれの小委員会がしっか
り活動していただきました。
　ペタリング・ジャヤ RC から「先住民族の教育支援プロジェクト」について協力要請があり、クラブとし
て取り組むことを理事会で決定しました。
　ロータリー財団のグローバル補助金を活用するもので、実施国側提唱者：PJRC、援助国側提唱者：
市原 RCという形で 2790 地区のグローバル補助金担当者とも事前相談しながら準備をしました。上條会
員には実際に現地訪問もして頂きました。結果的には先方にて取り下げということになり、プロジェクトはなく
なりましたが、財団の補助金活用については今後もクラブの検討テーマになると思います。
　市原 RC の奉仕活動については、長期計画委員会主催のクラブ協議会のテーマにもなりました。地域
社会貢献基金やインターアクトクラブのサポートについて、PJRCとの学生短期交換プログラムについて、ディ
スカッションしました。現在の活動に賛同している会員が多数でしたが、様 な々ご意見もありました。ロータリー
の基本精神にぶれない範囲で、時代と地域のニーズに合わせて変えてくことも必要だと思いました。
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職業奉仕小委員会活動報告

委員長　上　條　優　雄
委　員　高　澤　豊　昭
　　　　西　村　芳　雄
　　　　小　泉　秀　俊
　　　　鶴　岡　護　夫

（活動基本）
現状の市原ＲＣの活動状況を鑑み、職場訪問や職業奉仕事例集編纂等の本来の活動よりも、クラブの
活性化に寄与できるような活動内容にすべきと考えました。また、Ｄ2790の職業奉仕委員会が奉仕プロジェ
クト委員会の小委員会に編入されたことに伴い、当クラブも同様の組織体系になったことから、当委員会
はＣＬＰに基づくクラブ活性化策と奉仕プロジェクト委員会の他の小委員会（社会奉仕、国際奉仕、青少
年奉仕）に協力体制を取ることを旨としました。

（活動内容）
1.Ｈ25.04.29 の地区協に委員長が出席。それを受けてＨ27.07.08　2015/16 年度職業奉仕小委員会の
活動計画案を作成。これを全委員にメール配布し、全委員の承認を得て、平野幹事に提出しました。

2.Ｈ27.09.09 に「私のロータリー理念」と題して上條委員長が例会宅話を行ないました。職業奉仕の理
念を養うにはロータリーの奉仕活動を実践することから学ぶ、という主旨内容です。

3.Ｈ27.11.14　職業奉仕小委員会開催（会長、幹事、奉仕Ｐ委員長、委員全員出席・会場源氏山ＧＣ・
世話役：高澤委員）今年度の当委員会の活動計画を確認。ペタリングジャヤＲＣより11 月30日～ 12 月
9日の間に来日した短期交換学生（3 名）世話役を国際奉仕、青少年奉仕に協力して業務分担しました。

4. 国際奉仕委員会に協力して、上條委員長が姉妹クラブとの文通訳を担いました。今年度は短期交換
学生の受入、PJRC の 55 周年記念式典などがあり、受理したメール 137 通、同量の返信メールを送りま
した。尚、1 月10日に開催された RCPJ55 周年式典に万崎会長代理として上條委員長が出席しました。

5.Ｈ28.1.20　1 月は職業奉仕活動月間であることから、ＣＬＰ活動の先駆者であるＤ2840 本田博己ＰＧを
お招きして、「クラブ活性化策」と題して例会宅話を頂き、その夜は「本田ＰＧを囲んでの炉辺会談」（出
席者数 22 名・世話役：小泉委員）を実施。当クラブが進めるＣＬＰの前進に多いに寄与しました。
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6.Ｈ28.3 月に新設された「ＰＪ交換学生派遣プロジェクト委員会」に上條委員長がメンバー入り。市原中
央高校ＩＡ部員 5 名を7 ～ 8 月に送り出します。尚、この委員会は年度を跨いで帰国後の報告完了まで
継続されます。

7.Ｈ28.05.09 ～ 12 の 4日間に渡り社会奉仕委員会が催した「挨拶推進運動」に協力して、西村委員、
上條委員長が参加し、運動を盛上げました。

8.Ｈ28.6.23　最終の職業奉仕小委員会を開催。今年度の当委員会の総括を行いました。概ね年初に
立てた計画は実行に移せたと考えます。
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社会奉仕小委員会

委員長　三　宅　　　豊
委  員　長　田　博　正

三　木　敏　靖
小　川　長　二
上　野　　　聡
篠　田　美　幸

活動報告〉
　年度始めの活動方針では、「市原ロータリークラブの知名度アップとクラブの活性化に繋げたいと思い
ます。」と締めていましたように、少し頑張って委員会も６回開催致しました。委員の皆様は基より、会長・
幹事の協力と指導を受け目標の達成が出来ました。

〈活動計画〉の中、下記を実施出来ました。
1．「地域社会貢献基金」はお休み致しましたが、募集要項本文の一部と申請書式の簡略化を致しました。
2．更科旗全国中学生選抜剣道大会への協賛では、会員の皆様から多くの広告を頂きありがとうございま
した。
3．青葉台さわやかネットワーク殿主催の挨拶推進運動では、５月９日からのＪＲ３駅と１２日牛久駅の計４日間、
早朝から多くの会員に参加頂きました。また、市原市長をはじめ教育委員会、小中高校生にも多数参加
して頂き、大変盛り上がりました。御参加頂きました全ての方 に々、深く感謝申し上げます。



18

国際奉仕委員会

リーダー　　宮　武　　　淳
　サブリーダー　　川　島　　　智

委　　　員　　加　藤　利　夫
千　葉　精　春
伊　藤　英　樹

　　　　　　　
　　　　　　　　 

〈活動報告〉

１　インターアクト交流事業の生徒受入れ
　　平成２７年１１月３０日～１２月９日までの間、マレーシアから４人の生徒達を受入れました。
　　滞在期間中は、市原中央高校の生徒との交流や、多くの会員の協力によって生徒達に観光、体験
学習等をしてもらいました。
　　これらの活動により、生徒達には、貴重な経験をしてもらえたと思います。

２　ペタリングジャヤＲＣの５５周年記念例会への参加
　　上條会員、長田会員、小泉会員が参加をしてくれました。
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ロータリー財団委員会

委員長　　岡　本　和　也
ロータリー財団小委員会　委員長　　本　郷　雅　嗣

委　員　　山　田　　　守
斎　藤　　　博
蔵　内　玲　子
齋　藤　榮　志

米山記念奨学会小委員会　委員長　　福　原　義　一
委　員　　津　留　起　夫

白　鳥　政　孝
赤　星　健　二
深　川　貴　夫

＜活動報告＞
活動計画に基づき以下の活動を行いました。

１．ロータリー財団小委員会への協力
　　本郷委員長のもと会員全員による年次寄付 633,360 円と5 名の方による特別寄付（ポリオ・プラス含
む）604,000 円の寄付をいたしました。皆様のご協力に感謝致します。

２．米山記念奨学会小委員会への協力
　　福原委員長のもと12 名の方により合計 660,000 円の寄付をいたしました。皆様のご協力に感謝致し
ます。

３．国際大会への参加案内（2016 年 5 月27日～ 6 月1日　韓国・ソウル）
　　今回の参加者はありませんでした。
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ロータリー財団小委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　本郷　雅嗣

　委員長をはじめ委員の皆さま、並びに会員の皆様のご協力に、感謝致します。
　皆様のご協力により年次寄付（あなたも130＄）を全員（42 名）で達成致しました、他にも、年次寄
付を３名の方が各 1000＄寄付して頂きました。ポリオプラスへも２名の方が各 1000＄寄付して頂きました。
ありがとうございました。また、6月にはロータリー財団について拙い卓話ではございましたが、おこないました。
来年度はロータリー財団 100 周年です、これを機会に、ロ－タリ－財団に対する理解が尚一層深まればと
思います。
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米山記念奨学小委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小委員長　福　原　義　一
委員　白　鳥　政　孝
委員　赤　星　健　二
委員　津　留　起　夫
委員　深　川　貴　夫

〈活動・方針〉
公益財団法人ロータリー米記念奨学会（以下、米山奨学会）は、日本のロータリーが協同で運営する
奨学財団です。米山奨学会では、日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事
業を行っています。
将来、日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人
材を育成することです。これは、ロータリーの目指す《平和と国際理解の推進》そのものです。

（ロータリー米山記念奨学会史より）

〈活動・計画〉
１・会員の負担の少ない少額寄付（特別寄付）を会員に奨励する。
　　年間 1 万円、2 万円、からでも募集します。（3 万円準米山功労者）
　　普通寄付は従来通り前期・後期合わせて一人 4,000 円実施（クラブ会計より支出）
目標額 640,000 円（一人 16,000×41 会員中 1 名長期療養中のため 40 人）
２・活動計画に付随して
　準米山功労者に始関信夫会員・宮地勝廣会員・平野哲也会員
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Ⅱ.2015-2016 年度　理事会議事録

第１回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　平野哲也　伊藤英樹
　　　　　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　

〈日時〉2015 年 6 月10日（水）18：00 ～　　〈場所〉仁寺洞

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．議事

(1) 細則（案）について
(2) 委員会構成表について
(3)7 月プログラム（案）について　　資料添付①
(4) 各委員会事業方針・計画案について　　　資料添付②
(5) 年間活動計画案について　　　資料添付③　
(6) 予算案（会員数 44 名、1ドル 102 円）について　　　
(7) 年会費請求（上半期分）について
(8) 直前会長・幹事慰労会について
(9)クラブ協議会について
(10) 地区関係負担金送金について
(11) ニュー南総 CC 例会の取り扱いについて（移動例会）

議事録

(1) 細則（案）について
推奨ロータリークラブ細則を基に、第 8 条にクラブ研修リーダー、長期計画委員会を追　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加する。詳細は別紙細則（案）を参照　幹事より上程。承認　事業計画書に記載する
(2) 委員会構成表について
会長より委員会構成表上程。　承認　事業計画書に記載する
(3)7 月プログラム（案）について
クラブ管理運営委員会西村委員長より7 月プログラム（案）上程。承認
(4) 各委員会事業方針・計画案について
各委員長より上程。　承認　事業計画書に記載する。　　
(5) 年間活動計画案について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
クラブ管理運営委員会西村委員長より上程。承認　事業計画書に記載する。
(6) 予算案（会員数 44 名、1ドル 102 円）について
高澤会計より上程　会員数その他未知数あり次回継続審議
(8) 直前会長・幹事慰労会について　
クラブ管理運営委員会西村委員長より上程。会費 5,000 円（1,500 円はクラブより負担　費用は 6,500 円
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/1 名）　淡粋にて　承認
(11) ニュー南総 CC 例会の取り扱いについて（移動例会）
クラブ管理運営委員会西村委員長より上程。月に 1 回程度移動例会とする。　承認
議題（７）（９）（10）は幹事より報告。

第 2 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　平野哲也　伊藤英樹
　　　　　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　

〈日時〉2015 年 7 月1日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
　　長期計画委員会
　　SAA
　　会員増強・退会防止委員会
　　クラブ広報委員会
　　クラブ管理運営委員会
　　奉仕プロジェクト委員会
　　ロータリー財団委員会
　　報告事項　各委員会より委員会開催状況報告。

3．議事

(1) 8 月プログラム（案）について
西村クラブ管理運営委員長より上程　承認
(5) 出席免除届の件
幹事より上程　角谷会員、始関会員、白鳥会員、川島会員より出席免除届　承認

（2）（3）（4）については幹事より報告

第３回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　平野哲也　伊藤英樹
　　　　　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　

〈日時〉2015 年 8 月5日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
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2．報告  
　　長期計画委員会
　　SAA
　　会員増強・退会防止委員会
　　クラブ広報委員会
　　クラブ管理運営委員会
　　奉仕プロジェクト委員会
　　ロータリー財団委員会
　　幹事　9 月16日ガバナー補佐訪問について

3．議事

(1) 9 月プログラム（案）について
　西村クラブ管理運営委員長より上程。　承認
(2) インターアクト年次大会（8/27）登録料の件　顧問 1 名生徒 11 名参加
　12,000 円クラブ負担について、インターアクト国外研修 (11/~14) 台湾 2 名推薦の件　
　42,000 円クラブ負担について。
　山本奉仕プロジェクト委員長より上程。　承認
(3) 事務局パソコン購入について
　幹事より上程。　購入せず、今のパソコンの持ち出しを可とする。現在のパソコンを使用する。

第 4 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　平野哲也　伊藤英樹
　　　　　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　

〈日時〉2015 年 9 月2日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会
　　9/2 委員会を開催しｱﾝｹｰﾄの分析をします。　
SAA
会員増強・退会防止委員会
　　会員増強に向けて活動中です。
クラブ広報委員会
クラブ管理運営委員会
奉仕プロジェクト委員会
　　職業奉仕委員長の上條会員による卓話を実施します。
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　　PJとの交換留学生の件、市原中央高校の希望は 11/30 ～ 12/5 です。調整中です。
　　PJＲＣから合同グローバル補助金計画の提案が来ております。上條会員の卓話のとき会員に案　　　
　　内します。次回理事会に上程します。
ロータリー財団委員会
幹事　第 1 回会員研修懇話会開催のお知らせ　9/2 小池委員長のもと入会 3 年未満の会員を対象に
開催されます。
会計　7，8 月会計報告をします。

3．議事　
(1) 10 月プログラム（案）について
第 4 週市原中央 RCとの合同例会は中央が幹事です。詳細が決定しておりません。
決定しているのは夜例会ということです。決定次第ご連絡します。幹事より
第 3 週例会会場について、ﾆｭｰ南総ｺﾞﾙﾌ倶楽部の件は諸般の事情を鑑みて検討すべきではないでしょう
か。理事より
会場の件は会員へのアンケートを実施、また五井グランドホテルとも相談します。会長より
(2) クラブ研修リーダーを理事にする件
承認　それに伴い細則の変更が必要になります。幹事が案を作成します。　幹事より

（3）“ 社会を明るくする運動 ” 賛助金募集について　2 口 1 万円　承認

第 5 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2015 年 10 月7日（水）15：00 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会
　クラブ満足度アンケート実施のための委員会を本日開催して、アンケートを作成致します。
会員増強・退会防止委員会
　入会希望者 1 名（山内一平様）入会申込書をいただきました。　
クラブ広報委員会
　委員会を9/11 に開催しホームページでの会員情報について本日協議願います。
奉仕プロジェクト委員会
　地域貢献基金の募集要項の改訂を進めております。ＰＪ交換留学生の日程は 11/30 ～ 12/5 の予定で
す。市原中央高校 IA が、学校内で子供用古着（160cm 以内）の回収ボランティアを始めました。
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ユニクロに協力を得てモンゴルに送るそうです。　　
幹事　千葉東 RC25 周年記念式典（11/16 月）に出席お願い致します。当クラブ 50 周年には 8 名来
ていただきました
　PJRC55 周年記念式典（1/7 ～ 1/11）への参加希望者を早急に確定して下さい。ホテル等の予約
の都合があるそうです。

3．議事　
(1) 11 月プログラム（案）について　　
まだプログラムが出来ておりませんので早急に作成しメールで送ります。
(2) 市原楽友協会後援承認に関する件
全員賛成により承認

（3）「光風台花と緑の会」様からの会員表彰依頼の件
　全員賛成により承認　予算は 2 万円程度。地域貢献基金より支出する。

（4）台風 18 号による洪水被害への義捐金について
　　5 万円を地域貢献基金より支出する。個人の寄付については任意。メールにて会員に案内

（5）会員名簿のウェブサイト掲載について掲載するページと内容
　会員名・会社名・ＨＰ（ＨＰがある場合はリンクする）
　掲載場所：公開ページ／クラブ概要ページ
　会員名簿（以前作成した会員名簿情報）
　掲載場所：非公開ページ／会員用ページ（会員のみパスワードで閲覧可能）
　掲載内容は各会員に確認をとる。
　全員賛成により承認　

第 6 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2015 年 11 月4日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
会員増強・退会防止委員会
　山内一平様の入会が承認されました。１２月２日より入会致します。
奉仕プロジェクト委員会
　マレーシアの教育支援プロジェクトですが、グローバル補助金申請についてマレーシアにて現在申請中
です。11 月初旬には 3300 地区にて申請するとのこと。その内容を送ってもらい、2790 地区でもグローバ
ル補助金、ＤＤＦ活用の申請をします。
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地区の時田委員には先日の市原中央ＲＣ合同例会でもお話ししましたが、事前相談にて内諾を得ていま
す。実施時期はまだ未定です。
 
＜職業奉仕委員会＞
上條委員長のもと、11 月14日に源氏山ゴルフクラブにて親睦ゴルフ、そのあと委員会を開催予定です。
 
＜国際奉仕委員会＞
ペタリングジャヤＲＣからの学生交流事業ですが、来日日程が決まりました。
11 月30日～ 12 月9日です。( 航空便はまだ未定）
1 名キャンセルになり、4 名（男性 3 名、女性 1 名）になります。
 
Jayneal Dharan Menon (14 years)
Hans Dharan Menon (12 years)
Nicol Toh Sze Fei (16 years)
Andrew Lim (16 years)
 
前回からの取組で、ホストファミリーはインターアクトの学生宅で、学校へ一緒に通学してもらう予定です。
11 月4日、宮武委員長と木嶋先生を中心に委員会を開催予定です。そこで滞在中のスケジュールを話し
合います。
12 月2日の例会に参加してもらう予定ですが、学校のスケジュールとのすり合わせになりますので、まだ確
定ではありません。4日に分かると思います。
今回、学校のテストなどの予定で、学生宅でのホームステイは 12 月6日までになります。6 から9日までの
3 泊はホテルステイを予定してますが、会員の中でホームステイ先があればそちらで対応する予定です。
 
＜社会奉仕委員会＞
先日の例会で報告した通りです。
 
＜新世代奉仕委員会＞
国際奉仕委員会と協力してＰＪ学生受入に取り組みます。
11 月11日～ 14日インターアクト国外研修（台湾）2 名参加。 
　　　　　　　　　　　　　　　　
3. 議事

(1) 12 月プログラム（案）について　
　第１例会 12/2 のプログラムですが、ＰＪ留学生が例会に出席するかは本日国際奉仕委員会を木嶋先
生をお招きして行ない、決定致します。
　忘年例会 12/9と年次総会例会 12/16 に日程変更になります。　
 
(2) 事務局に関する件



28

　永野さんが入院中の対応として、市原商工会議所に事務委託をする。　承認
（3）活動用ジャンパーの件
　市原ロータリークラブの活動用ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ、ﾎﾟﾛｼｬﾂ、帽子を実費本人負担（6,000 程度）で作る。承認

第 7 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2015 年 12 月2日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会
　アンケートの回収率が悪いので、再度お願いしアンケートをもとに委員会を開催致します。
会員増強・退会防止委員会
　入会予定の山内一平様ですが、都合により入会が 1 月となりました。12 月9日の忘年例会にはお客様
として参加頂けます。
奉仕プロジェクト委員会
職業奉仕小委員会より、1 月20日卓話の件
　前橋ＲＣより2 名来ます（本田ＰＧ卓話講師、他 1 名）、例会は通常通り１２時半開始
　当日五井ＧＨ宿泊、夜は 18 時から炉辺会談（職業奉仕、親睦、プログラム委員主催、五井ＧＨ「す
し波奈」6,000 円飲み放題付）
　お二人の食事、宿泊、お車代（2 万円）で５～６万円程クラブ負担（職業奉仕小委員会予算４万円、
不足分はプログラム小委員会の予算から支出としたい）　
国際奉仕小委員会　ＰＪ学生来日
　１１月３０日来日し、夜にウエルカムパーティー実施、各ホストファミリー顔合わせ
　滞在中のスケジュール、担当者、予算案を宮武小委員長が作成しましたので、報告資料として配布お
願いします。昨日、木嶋先生より知らされましたが、１１月２３日学校法人君津学園理事長、市原中央高
校校長、木更津市名誉市民の真板益夫さんが亡くなられたそうです。老衰とのことです（当日も普通に人
と会っていたそうです）市原中央高校の校長は１２月１日より真板竜太郎氏が就任されるそうです。
幹事　千葉西 RC40 周年の件（2/27）　参加状況 4 名です。
　地区大会の件（2/6,7）参加状況 3 名です。次々年度ガバナー補佐の件　当クラブより輩出予定です。

3．議事 

 (1) 1 月プログラム（案）について
　1 月6日第 1 例会でお祝い年会員インタビューは宮坂会員です。

（2）次年度役員（会長、直前会長、会長エレクト、幹事、会計）の件



29

（案）会長　西村芳雄　直前会長　万崎英正　会長エレクト　山本順也　
　　幹事　岡本和也　会計　宮地勝廣
　

（3）事務委託の件
　　　委託契約書を作成し市原商工会議所と協議したいと思います。

第 8 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 1 月6日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会
　会員満足度ｱﾝｹｰﾄを会員全員から取るようにしているところです。
奉仕プロジェクト委員会
　皆さんの協力でＰＪＲＣ交換留学生事業無事終了致しました。有難う御座います。
幹事　藏内会員退院の件、事務局永野さん退院の件
　ｸﾗﾌﾞ運営要領により1 万のお見舞い金をお渡し致します。
事務業務委託の件　
　市原商工会議所と業務委託を締結しました。
市原 RC 会員の著書　齊藤博会員 　「ロータリあれこれ」、「ロータリー運動とは」
ウェブにアップ致します。引き続き　常泉会員、齊藤博会員　の著書をデジタル化
します。　
3．議事  
 (1) 2 月プログラム（案）について
　　内容は承認　　詳細をつめて下さい。　

（2）ＰＪＲＣ交換留学生収支報告の件
　　別紙報告書より。　不足分 28,714 円は年度決算時にニコニコか地域貢献基金より補填する。承認

（3）ＰＪＲＣ55 周年お祝い金（1 千ドル）の件
　　市原ＲＣ50 周年にＰＪＲCより1 千ドル頂いてます。上條会員にお願い致します。承認

（4）市原中央高校インターアクトクラブの活動用ジャンパー、Tシャツの件
　　今年度中（4 月）に地域貢献基金から全員にプレゼントする。毎年新入会員に作る。承認

第 9 回理事会議事録
〈出席理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　始関信夫　高澤豊昭　西村芳雄
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　　　　　篠田美幸　山本順也　平野哲也
〈欠席理事役員〉岡本和也　伊藤英樹　長田博正
〈日時〉2016 年 2 月3日（水）11：30 ～ 12：15　　〈場所〉五井グランドホテル
〈議事録作成人〉山本順也　　　　〈議事録署名人〉平野哲也

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会…「会員満足度調査」の集計結果を本日例会で配布する
SAA…特になし
会員増強・退会防止委員会…近く委員会を開催したい
クラブ広報委員会…特になし
クラブ管理運営委員会…3 月プログラムについて
奉仕プロジェクト委員会…① 2 月17日に社会奉仕小委員会を開催予定、②市原中央高校ＩＡＣとの交流
イベントとして 5 月頃にバーベキュー企画したい
ロータリー財団委員会…なし
幹事…2 月7日地区大会

3．議事  

 (1) 3 月プログラム（案）について　承認
（2）2016-2017 理事役員の件　3 月2日に臨時役員選挙を行うことで決定
（3）市原ロータリークラブ領収書作成の件　承認
（4）袖ヶ浦ＲＣ合同例会について　3 月23日（水）ニュー南総ゴルフ倶楽部にてゴルフコンペ、18 時より「淡
粋」にて合同例会開催で決定

（5）2016-17 年度地区青少年奉仕委員会「インターアクト小委員会」へ上野会員を推薦の件　承認

第 10 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 3 月2日（水）11：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会
SAA
会員増強・退会防止委員会　　地区会員増強・退会防止委員会より、退会防止についての文書がき
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ています。
クラブ広報委員会
クラブ管理運営委員会
奉仕プロジェクト委員会
ロータリー財団委員会
幹事　白鳥会員がＲＩより　2015-16 年度ポリオのない世界のための奉仕賞（地域賞）の受賞者に選ば
れた事をお知らせ致します。受賞された方には４月２９日の地区研修・協議会で賞状その他をお渡しする
そうです。
台湾地震被害への義捐金について。500 円 /1 人
新千葉 RCより５０周年の案内が来ております。
ロータリー手帳について。希望される方は事務局までお申し付け下さい。

３．議事 
 (1) 4 月プログラム（案）について　　承認

（2）細則変更の件　第 8 条第 1 節　会員増強・退会防止委員会の出席奨励小委員会廃止の件
　　 次年度変更上程します。

（3）次年度 PJ 交換留学生のための今年度からのプロジェクト結成の件　承認
　　 委員長及びメンバーは次回理事会で報告します。

（4）年次基金寄付について　会員全員より100ドルの寄付　承認
（5）台湾地震被害への義捐金について。500 円 /1 人　承認

第 11 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 4 月6日（水）11：00 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会…先月、社会奉仕についてディスカッションを実施しました。その後、長期計画委員会を
実施。議事録配布。今月は、青少年奉仕についてディスカッションを予定しています。
SAA…小澤会員が転勤の為、退会します。SSA が一人減りますが、頑張ります。
会員増強・退会防止委員会…本日、山本会員よりご紹介の村上様、長田会員よりご紹介の野口様の２
名がオブザーバー出席致します。４月中旬に委員会を実施致します。　　
クラブ広報委員会…特になし。
クラブ管理運営委員会…５月プログラムをメールにて送っています。
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奉仕プロジェクト委員会…PJRC から要請のあったグローバル補助金活用の教育プログラムですが、PJ に
おいて取りやめになりました。地区の R 財団委員会に予算を確保してもらっていたので、地区には既に中
止の報告はしました。子供の数が減っており、施設の備品も充実しつつあるとの事です。申請がうまくいか
なかったようです。それに代わって、これからカンボジアにて学校建設のプロジェクトを計画するようです。
社会奉仕委員会　さわやか挨拶運動について…挨拶運動の実施日について、４月に実施しようと思いまし
たが、準備の都合上、５月に変更し実施する予定です。回数は年２回（春と秋）市原市内４駅で実施します。
PJ 交換留学生プロジェクトチームのメンバーの決定
ロータリー財団委員会
幹事　米山奨学金クラブ負担金について…承認
3．議事 

（1）5 月プログラム（案）について…承認
（2）社会奉仕小委員会より「地域社会貢献基金」運営要綱の改定案について…承認
　全会員へメールにて送信。

（3）親睦小委員会より、親睦旅行について…実施日は平成 28 年 6 月8日から6 月9日（1 泊 2日）都
内観光にて計画中。費用についてはかかる金額の 1/2を会員負担とする。

（4）西村会員より、PETS（ペッツ）の際に地区フェローシップ委員会より企画参加の要請がありました。
（5）万崎会長より、インターアクトの生徒に Tシャツとジャンパーをバーベキューの時に渡します。
（6）篠田会員より、泉水年度にインターアクトの生徒及びクラブ会員からの寄付金を大島社協ボランティア
センターに寄付致しました。寄付金額￥５０，０３２円（振込手数料 432 円）

第 12 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 5 月11日（水）11：00 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会：５/２５のテーブルディスカッションに向けて計画。
SAA：特になし。
会員増強・退会防止委員会：地区よりメールが来ましたので例会にて報告します。　　
クラブ広報委員会：特になし。
クラブ管理運営委員会：親睦旅行の詳細検討中です。現在会員への出欠確認中。
　５/９にクラブ研修リーダーと会員研修委員会合同で次年度に向けての打ち合わせを実施した。
奉仕プロジェクト委員会：社会奉仕では５/９・１０・１１・１２挨拶運動を実施中。
　青少年奉仕＆国際奉仕委員会を次年度に向けて計画実施中。　
ロータリー財団委員会：財団から５月ニュースを入手したので会員へメールします。
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幹事　市原中央高校　ＩＡＣジャンパーの件：出来あがりましたのでバーベキュー大会時に渡します。
（￥１６０,７５８）

3．議事   
 (1) 6 月プログラム（案）について：了承　
 (2) 入会申し込み者の件：（野口様：了承・杉井様：交代にて継続）

（3）熊本地震義捐金の件：50 万円を特別会計から地区へ送金。
（4）次年度ガバナー補佐の件：小池清二会員をクラブにて推薦する（本人了承）
（5）五井グランドホテル例会会費の件：田中様との協議で１例会 5,000　UPとする。
（6）市原中央高校インターアクトクラブとの親睦バーベキューの件：5/14日実施
　　詳細別途添付（山本委員長より）6 万円をクラブの一般会計から出す。

（7）その他：①規定審議により次年度定款及び細則の見直しを今年度万崎会長・
　　次年度西村芳雄会長・次次年度山本会長にて検討一任する。
　　②次年度クラブ計画書の会計予算について 5/31日に決算を行い次年度の計画書
　　のクラブ予算を計画する。

第 13 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 6 月1日（水）11：00 ～　　〈場所〉五井グランドホテル

1．会長挨拶　万崎英正会長
2．報告  
長期計画委員会　　今月中に今年度最後の委員会を開催します。
会員増強・退会防止委員会　　本年度と次年度の引き継ぎの委員会を開催しました。
奉仕プロジェクト委員会　　職業奉仕小委員会は 6/23 に開催予定
幹事　活動報告、決算のお願い。　
　　　社会福祉協議会評議員の推薦について
　　　社会奉仕小委員長がなることになっています。次年度は始関さんです。
　　　市原市楽友協会第 40 回市民コンサート後援の件
　　　後援お願いしますとの文書が来ています。例年名前のみでお金は出していません。

3．議事     

(1) 親睦旅行の件　・行程について　13：00 五井グランドホテル出発→シンフォニー・アフタヌーンクルー
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ズ→東京タワー見学→歌舞伎鑑賞→ 22：15 五井グランドホテル着

・費用について　総額 364,840 円、16 名参加、22,803 円 / 人、（10,000 円個人負担、12,803 円会負担、

同伴者も会員と同じ扱い）

上記説明で承認された。

 (2) 7 月プログラム（案）の件本来７月のプログラムは次年度の事なので、次年度の理事会で審議すべき

である。次年度スタートまで時間がないので、７月プログラムをメールで次年度理事の送付し 承認を受ける

こととなった。

(3) 社会奉仕小委員会予算の件（収支の件）社会奉仕小委員会の予算は 50,000 円であったが、実際

75,310 円となっている。

不足分は予算の余っている委員会から持ってきて充当して頂きたい。

主な内訳はあいさつ運動の幕代 43,200 円、ＣＤ代 25,900 円、標語 3,000 円×2　　　　

上記説明で承認された。

(4) 市原ロータリークラブ細則（案）プロジェクト委員会の件 

　・細則作成プロジェクト委員会メンバー案が配布され説明した。

　メンバー構成は承認され、委員長は始関氏、副委員長は小池氏に決定した。

　本日の例会で会長から報告することとなった。

(5) 名誉会員の件  会員の中から名誉会員になって頂きたい方がいる旨の経緯説明があった。

　今後の事もあるので、名誉会員になるための基準を設けた方が良いとの結論に至り、後日基準を検討

することとした。

(6) その他

　　（篠田会員）

　ＰＪ交換学生で市原中央高校の生徒に旅行保険 4,740 円 / 人を掛けたほうが良いのではとの提案が

あった。この案で全員に保険を掛けることとした。

・2017-18 年度は市原中央高校がインターアクト年次大会の当番である。本件、木嶋先生よりプロジェクト

委員会作って進めて行きたいとの話があった。2016-17 年度早々には委員会を作りますと木嶋先生に伝え

た旨の報告があった。

上記説明で承認された。

（岡本会員）

・今、五井駅東口にサーカスが来ています。営業の方にロータリーの事を話したところ、是非例会に来てＰ

Ｒしたいとの話があった旨を説明した。本日の例会に来て頂いて挨拶とＰＲをしてもらう事となった。

第 14 回理事会議事録
〈理事役員〉万崎英正　宮地勝廣　角谷修　岡本和也　始関信夫　伊藤英樹　
　　　　　高澤豊昭　西村芳雄　篠田美幸　山本順也　長田博正　平野哲也

〈日時〉2016 年 9 月7日（水）10：30 ～　　〈場所〉五井グランドホテル
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1．会長挨拶　万崎英正会長
2．議事     

 (1) 2015-2016 年度決算について。承認

　毎期ニコニコ会計は期末にすべて社会貢献基金会計の普通預金に繰入れする。
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Ⅲ.2014 ～ 2015 年度会計報告

市原ロータリークラブ

決算関係書類

市原ロータリークラブ

会計　高　澤　豊　昭
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国際ロータリー第2790地区
第3分区B　市原ロータリークラブ事務局
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